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あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

　

議
会
の
会
議
に
は
、
大

き
く
分
け
て
本
会
議
と
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
と
は
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
会
議
の
こ

と
を
い
い
、年
四
回
三
月
、

六
月
、
九
月
、
十
二
月
に

開
催
さ
れ
、
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
議
会
と
し
て
の
権
限

や
能
力
は
本
会
議
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
議
会
の

議
決
、承
認
、同
意
な
ど
は
、

こ
の
本
会
議
で
行
な
わ
な

け
れ
ば
法
的
な
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
比
べ
委
員
会
は
、

議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、

議
員
の
一
部
を
も
っ
て
構

成
す
る
会
議
の
こ
と
を
い

い
、
議
会
の
運
営
を
協
議

す
る
議
会
運
営
委
員
会
の

他
に
綾
瀬
市
に
は
、
三
つ

の
常
任
委
員
会
と
基
地
対

策
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
委
員
会
は
、

本
会
議
で
の
審
議
の
予
備

的
調
査
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

「
本
会
議
と委

員
会
」

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

ミ
ニ
知
識

ミ
ニ
知
識

●
綾
瀬
市
の
発
展
と
持
続
可
能
性

を
考
え
る

　

Ｑ　

国
や
県
へ
要
望
を
提
出
す

る
際
に
工
夫
し
て
い
る
点
は
。

　

Ａ　

市
長
が
自
ら
提
出
す
る
ほ

か
、
諸
課
題
を
相
手
方
が
理
解
し

や
す
い
よ
う
、
写
真
や
図
面
な
ど

を
用
い
て
要
望
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

国
や
県
へ
の
職
員
の
派
遣

は
、戦
略
的
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

　

Ａ　

本
市
に
と
っ
て
、
派
遣
効

果
の
あ
る
部
署
や
成
果
が
得
ら
れ

る
部
署
を
戦
略
的
に
捉
え
、
国
や

県
と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　

Ｑ　

外
国
籍
市
民
の
共
生
と
活

躍
の
促
進
に
向
け
た
考
え
は
。

　

Ａ　

自
治
体
向
け
音
声
翻
訳
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
、
言
葉
の

壁
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
外
国
籍

市
民
が
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い

環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
ス
マ
ホ
子
育
て
の
危
険
性
に
つ

い
て

　

Ｑ　

日
本
小
児
科
医
会
は
、
子

育
て
に
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
影
響

を
指
摘
し
て
い
る
が
、市
は
、危
険

性
に
対
し
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

Ａ　

母
子
保
健
事
業
な
ど
で
親

子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
大
切

さ
や
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
の
危
険
性

を
啓
発
し
て
お
り
、
日
本
小
児
科

医
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
活
用
し

な
が
ら
、
保
護
者
の
モ
ラ
ル
や
リ

テ
ラ
シ
ー
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

ス
マ
ホ
子
育
て
の
危
険
性

を
啓
発
し
な
い
か
。

　

Ａ　

乳
児
家
庭
訪
問
な
ど
で
危

険
性
を
情
報
提
供
し
、
改
訂
予
定

の
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
注

意
喚
起
の
掲
載
を
検
討
す
る
。

綾
瀬
市
の
発
展
と
持
続
可
能
性

に
向
け
た
取
り
組
み
は

●
観
光
資
源
の
開
発
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
内
の
未
利
用
農
地
を
活

用
し
、
体
験
型
の
観
光
農
園
を
開

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

Ａ　

平
成　

年
３
月
、
大
上
地

２９

区
に
市
内
初
の
体
験
型
観
光
農
園

を
開
設
し
た
。
着
地
型
観
光
と
し

て
の
交
流
人
口
獲
得
や
農
業
の
担

い
手
確
保
な
ど
に
つ
な
が
る
た

め
、今
後
も
開
設
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

市
内
の
農
産
物
な
ど
を
活

用
し
、
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
な

新
た
な
商
品
を
研
究
し
な
い
か
。

　

Ａ　

市
内
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
加
工
し
た
ベ
リ
ー
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
が
商
品
化
さ
れ
、
す
で
に
市
内

外
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

新
た
な
商
品
開
発
の
た
め
、
農
作

物
の
選
定
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た

商
品
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

市
役
所
北
側
に
地
域
振
興

施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、 
進 しん 　
  �
状
況
は
。

ち
ょ
く

　

Ａ　

平
成　

年
度
は
、
市
地
域

２８

振
興
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
や

庁
内
の
作
業
部
会
を
設
置
し
て
、

導
入
す
る
施
設
な
ど
の
検
討
を
行

っ
た
。　

年
度
は
市
場
ニ
ー
ズ
な

２９

ど
を
調
査
・
分
析
し
、
事
業
手
法

の
検
討
な
ど
、
施
設
整
備
に
向
け

た
調
整
を
進
め
て
い
る
。

●
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

Ｑ　

中
学
生
の
登
下
校
時
に
、

制
服
の
着
用
を
指
導
し
な
い
か
。

　

Ａ　

不
審
者
な
ど
か
ら
生
徒
を

守
る
た
め
、
着
替
え
の
時
間
を
省

き
、
部
活
動
後
の
帰
宅
を
早
め
る

と
い
う
理
由
か
ら
、
体
操
服
着
用

を
認
め
て
お
り
、
下
校
時
の
制
服

着
用
の
指
導
は
考
え
て
い
な
い
。

市
内
未
利
用
農
地
を
活
用
し

体
験
型
観
光
農
園
の
開
設
を

あ
や
せ
未
来
会
議　

増
田
淳
一
郎

１月８日、成人式会場に集まった新成人たちの華やかな晴れ着姿
＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

●
除
雪
対
策
の
充
実
と
機
材
の
購

入
助
成
を
行
わ
な
い
か

　

Ｑ　

積
雪
時
、
鉄
道
駅
へ
の
通

行
確
保
の
た
め
、
近
隣
市
と
バ
ス

路
線
の
除
雪
を
協
議
し
な
い
か
。

　

Ａ　

近
隣
自
治
体
の
公
共
交
通

担
当
部
署
で
構
成
す
る
、
県
央
湘

南
地
区
バ
ス
交
通
等
研
究
会
で
、

バ
ス
路
線
の
積
雪
状
況
や
問
題
点

な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。今
後
、バ

ス
の
安
全
で
円
滑
な
運
行
へ
の
対

策
も
要
望
し
て
い
く
。
必
要
が
あ

れ
ば
、
個
別
に
近
隣
市
と
の
調
整

や
情
報
共
有
な
ど
も
行
い
た
い
。

●
住
宅
民
泊
事
業
法
（
い
わ
ゆ
る

民
泊
新
法
）
の
対
応

　

Ｑ　

民
泊
新
法
成
立
に
よ
り
地

域
住
民
の
不
安
と
懸
念
が
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
る
が
、
苦
情
な
ど
専

門
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

　

Ａ　

住
宅
宿
泊
事
業
者
に
対
す

る
苦
情
や
相
談
は
、
県
が
窓
口
と

な
る
こ
と
に
加
え
、
国
も
情
報
一

元
化
を
図
る
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

●
カ
ヤ
ぶ
き
屋
根
の
材
料
の
ヨ
シ

な
ど
の
育
成
を

　

Ｑ　

市
は
、
神
崎
遺
跡
公
園
の

古
代
住
居
復
元
に
わ
ら
を
使
用
し

た
が
、
よ
り
耐
久
性
の
あ
る
ヨ
シ

を
せ
せ
ら
ぎ
広
場
で
育
成
し
、
住

居
復
元
に
利
用
し
な
い
か
。

　

Ａ　

わ
ら
は
、
ヨ
シ
に
比
べ
、

耐
久
性
に
は
劣
る
も
の
の
、
柔
ら

か
い
な
ど
の
ヨ
シ
に
は
な
い
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

わ
ら
の
使
用
を
考
え
て
お
り
、
ヨ

シ
の
育
成
は
考
え
て
い
な
い
。

近
隣
自
治
体
と
バ
ス
路
線
の

除
雪
対
策
を
協
議
し
な
い
か

日
本
共
産
党 

松
本　

春
男

●
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
活
用
に
つ
い
て

　

Ｑ　

道
路
、
街
区
、
建
物
、
河

川
な
ど
の
地
図
情
報
を
統
合
、
電

子
化
し
、
一
元
的
に
管
理
す
る
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

Ａ　

全
庁
的
に
情
報
共
有
が
可

能
と
な
り
、
デ
ー
タ
整
備
に
係
る

重
複
投
資
の
防
止
、
事
務
の
効
率

化
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、

福
祉
、
防
災
、
観
光
な
ど
の
分
野

で
利
用
が
で
き
、
共
通
の
情
報
基

盤
の
１
つ
と
し
て
活
用
で
き
る
。

　

Ｑ　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
統
合

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
く
か
。

　

Ａ　

公
共
施
設
の
所
在
地
な
ど

を
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
で
公
開
し
て
お
り
、
統

合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
地
図
情
報
も
可
能

な
も
の
か
ら
公
開
し
た
い
。
さ
ら

に
、
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連
携
し
た

行
政
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
配
信
す
る
、
公
開
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
調
査
研
究
な
ど
も
進
め
る
。

●
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援

に
つ
い
て

　

Ｑ　

本
市
の
生
活
保
護
受
給
者

が
減
少
傾
向
で
あ
る
要
因
と
、
自

立
支
援
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

Ａ　

就
労
支
援
員
の
支
援
を
は

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
導
入
に
よ
る

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は

新
政
会 

比
留
川
政
彦

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
就
労
支
援
事

業
に
取
り
組
み
、
平
成　

年
度
か

２６

ら
、
生
活
保
護
世
帯
数
が
緩
や
か

に
減
少
し
て
い
る
。　

年
度
か
ら

２９

は
、
非
常
勤
の
保
健
師
に
よ
る
健

康
管
理
支
援
も
開
始
し
て
い
る
。

今
後
も
受
給
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行

い
、
一
人
一
人
の
状
況
に
合
っ
た

自
立
支
援
の
推
進
を
図
り
た
い
。

市公認キャラクター市公認キャラクター
「「ブタッコリ～」ブタッコリ～」


